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道　標

深
淵
の
面
に
あ
っ
た
」
（
同
上

１
・
１
～
２
）
状
態
で
の
こ
と

で
し
た
。
つ
ま
り
、
光
が
現
れ

る
以
前
に
天
地
は
創
造
さ
れ
、

地
は
闇
に
覆
わ
れ
て
い
た
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

の
冒
頭
（
１
章
１
～
18
節
）
は

ご
存
じ
の
よ
う
に
荘
厳
な
語
り

口
で
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
言�

�
�

」
に
つ
い
て
の
説
明
で

す
。
こ
の
「
こ
と
ば
」
の
原
語

は
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
ロ
ゴ
ス
」

で
す
。
こ
の
「
ロ
ゴ
ス
」
に
つ

い
て
、
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
は
次

の
よ
う
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

「
①
ギ
リ
シ
ャ
語
で
言
葉
、
理

性
の
意
。
②
古
代
ギ
リ
シ
ャ
哲

学
、
後
の
ス
コ
ラ
学
で
世
界
万

物
を
支
配
す
る
理
性
・
宇
宙
理

性
。
③
言
葉
を
通
じ
て
表
さ
れ

る
理
性
的
活
動
。
④
キ
リ
ス
ト

教
で
神
の
言
葉
の
人
格
化
と
し

て
の
神
の
子
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
」
と
。

と
こ
ろ
で
ヨ
ハ
ネ
福
音
書

は
、
①
か
ら
③
ま
で
の
よ
う
に

ギ
リ
シ
ャ
人
に
な
じ
み
深
い
、

こ
の
「
ロ
ゴ
ス
」
と
い
う
単
語

を
共
有
し
な
が
ら
、
大
胆
に
神

の
子
の
本
性
を
解
き
明
か
し
て

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
言�

�
�

は
神

で
あ
っ
た
」
「
万
物
は
言�

�
�

に
よ

っ
て
成
っ
た
」
「
言�

�
�

の
う
ち
に

命
が
あ
っ
た
」
「
命
は
人
間
を

照
ら
す
光
で
あ
っ
た
」
「
光
は

暗
闇
の
中
で
輝
い
て
い
る
」

（
以
上
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
１
・
１

～
５
）
と
。
し
か
し
、
最
後

は
、
「
暗
闇
は
光
を
理
解
し
な

か
っ
た
」
（
同
上
１
・
５
）
、

と
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い

る
「
光
」
と
は
勿
論
、
皆
さ
ま

お
気
づ
き
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
は
電
灯
の
光
で
も
、
太
陽
の

光
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
の

こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ

こ
で
言
わ
れ
て
い
る
暗
闇
も
、

電
灯
の
な
い
状
態
で
も
、
夜
の

暗
闇
で
も
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
端
的
に
言
っ

て
、
私
た
ち
の
心
の
暗
闇
で
あ

る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

教
区
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
の
２
月
か
ら
始
ま
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
は
現

在
も
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い

ま
ま
、
新
年
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
終
息
の
日
を
期
待
し

な
が
ら
忍
耐
強
く
毎
日
を
健
康

に
留
意
し
て
過
ご
し
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
教
会
の
典
礼
暦
で
は

新
年
は
い
つ
も
主
の
降
誕
節
の

中
に
あ
り
ま
す
。
救
い
主
の
誕

生
を
祝
う
こ
の
季
節
は
、
特
に

人
間
と
な
っ
て
私
た
ち
の
許�

�

に

来
て
く
だ
さ
っ
た
神
の
子
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
を
称
え
る
時
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
う

ど
暗
闇
の
中
で
一
条
の
光
を
求

め
る
人
間
の
在
り
方
を
示
し
て

い
ま
す
。

天
地
創
造
の
初
め
に
、
神
は

「
光
あ
れ
」
と
言
わ
れ
光
が
存

在
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
創
世
記
１
・
３
）
そ
れ
は

「
地
は
混
沌
で
あ
っ
て
、
闇
が

ょ
う
か
。

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
の
せ
い
で
私
た
ち
は

こ
れ
ま
で
の
生
活
習
慣
の
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
あ
る
意
味
、
安
楽
な

生
活
か
ら
自
制
心
が
求
め
ら
れ

る
生
活
を
、
悪
に
流
さ
れ
や
す

い
生
活
か
ら
善
を
選
び
取
る
生

活
を
、
欺
瞞
に
満
ち
た
生
活
へ

堕
ち
る
誘
惑
か
ら
真
理
を
探
究

し
そ
れ
に
追
従
す
る
生
き
方

を
、
こ
れ
ら
は
暗
闇
か
ら
光
へ

と
回
心
す
る
好
機
（
チ
ャ
ン

ス
）
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

全
世
界
の
人
々
が
、
欺
瞞
や

強
欲
の
精
神
か
ら
解
放
さ
れ
、

真
理
で
あ
り
光
で
あ
る
神
の
子

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
褒
め
た

た
え
真
の
平
和
を
希
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

鹿
児
島
教
区
司
教

中

野

裕

明

光
は
暗
闇
で
輝
い
て
い
る

年頭の辞

の
霊
名
を
祝
う
ミ
サ
が
さ
さ
げ

ら
れ
た
。
こ
の
ミ
サ
に
は
コ
ン

ベ
ン
ツ
ス
の
た
め
に
駆
け
つ
け

た
20
人
の
司
祭
と
４
人
の
終
身

助
祭
が
参
列
し
た
。
こ
の
日
の

ミ
サ
か
ら
司
教
ミ
サ
の
式
長
を

霧
島
彬
神
父
（
鴨
池
教
会
・
司

教
秘
書
）
が
務
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。

マ
ル
コ
福
音
書
朗
読
後
に
説

教
し
た
中
野
司
教
は
、
ザ
ビ
エ

ル
来
日
の
意
義
を
思
い
起
こ

し
、
ま
た
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
前
の
布
教
と
以
後
の
違
い
を

説
明
し
た
。
そ
の
上
で
、
「
世

俗
化
が
進
ん
で
い
る
現
代
に
生

き
て
い
る
我
々
だ
が
、
洗
礼
を

受
け
て
悪
魔
に
ノ
ー
と
言
え
る

恵
み
を
も
ら
っ
て
い
る
。
イ
エ

ス
に
従
っ
て
生
き
る
こ
と
を
選

ん
だ
私
た
ち
は
、
判
断
を
迫
ら

れ
た
際
に
は
神
の
国
の
建
設
に

必
要
な
こ
と
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
祈
り
続
け
よ
う
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

教
区
長

中
野
裕
明

名
誉
司
教

郡
山
健
次
郎

司
教
総
代

泉
　
浩
二

本
土
地
区

Ｐ
・
ア
ン
（
姶
良
教
会
）
、
郡
山
健
次
郎
（
指
宿
教

会
）
、
朴
　
鎭
亮
（
加
世
田
教
会
）
、
泉
　
浩
二
、

霧
島
　
彬
（
鴨
池
教
会
）
、
小
隈
憲
士
（
ザ
ビ
エ
ル

教
会
）
、
頭
島
　
光
、
Ｗ
・
ボ
ス
コ
（
谷
山
教

会
）
、
栃
尾
泰
英
（
種
子
島
教
会
）
、
李
　
秉
德

（
玉
里
教
会
）
、
山
口
好
信
（
紫
原
教
会
）
、
鄭

法
鍾
（
吉
野
教
会
）
、
Ｏ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ

（
鹿
屋
教
会
）
、
泉
　
浩
二
、
霧
島
　
彬
（
垂
水
教

会
）
、
Ｊ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
（
国
分
教
会
）
、
寝
占

敦
之
（
志
布
志
教
会
）
、
朴
　
昶
奎
（
溝
辺
教

会
）
、
鄭
　
成
淙
（
出
水
教
会
）
、
鄭
　
成
淙
（
阿

久
根
教
会
）
、
Ｊ
・
ハ
ン
マ
（
入
来
教
会
）
、
橋
口

啓
悟
（
大
口
教
会
）
、
Ｔ
・
メ
ニ
ッ
ヒ
（
川
内
教

会
）

大
島
地
区

内
野
洋
平
（
大
笠
利
教
会
）
、
松
永
正
男
（
古
仁
屋

教
会
）
、
鈴
木
康
由
（
小
宿
教
会
）
、
Ｊ
・
タ
ム

（
大
熊
教
会
）
、
宋
　
診
旭
（
瀬
留
教
会
）
、
Ｇ
・

テ
ィ
エ
ン
、
諏
訪
勝
郎
（
名
瀬
聖
心
教
会
）
、
松
永

正
男
（
古
田
町
教
会
）
、
福
崎
英
雄
（
徳
之
島
地
区

教
会
）
、
福
崎
英
雄
（
和
泊
教
会
）

教
区
本
部

中
野
裕
明
、
末
吉
卓
也
、
小
川
靖
忠
、
丸
野
六
雄

司
教
館

 
永
山
幸
弘

そ
の
他

貴
島
丈
弥
（
留
学
）
、
田
原
　
章
、
坂
本
　
進
（
引

退
）

終
身
助
祭

桃
薗
淳
一
郎
（
鴨
池
教
会
）
、
池
上
聖
行
、
池
上
利

男
（
徳
之
島
教
会
）
久
保
俊
弘
（
谷
山
教
会
）
、
川

口
　
茂
（
加
世
田
教
会
）
、
石
神
秀
人
（
阿
久
根
教

会
）
、
四
條
淳
也
（
喜
界
島
教
会
）
、
小
島
芳
武

（
川
内
教
会
）

司
祭
評
議
会

中
野
裕
明
（
会
長
）
、
泉
　
浩
二
（
副
会
長
）
、
末

吉
卓
也
（
事
務
局
長
）
、
頭
島
　
光
、
福
崎
英
雄
、

栃
尾
泰
英
、
Ｏ
・
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
、
Ｇ
・
テ
ィ

エ
ン
、
Ｊ
・
サ
ン
タ
マ
リ
ア
、
内
野
洋
平
（
以
上
、

評
議
員
）

教
区
顧
問
団

小
川
靖
忠
、
小
隈
憲
士
、
頭
島
　
光
、
Ｏ
・
ベ
ル
ナ

ル
デ
ィ
ー
ノ
、
泉
　
浩
二
、
内
野
洋
平

責
任
役
員
会

中
野
裕
明
（
代
表
役
員
）
、
永
山
幸
弘
、
小
川
靖

忠
、
小
隈
憲
士
、
泉
　
浩
二

奉献生活の恵みへの感謝と新しい召命を願う

奉献生活者のためのミサ

日　時：２月６日（土）14時
場　所：ザビエル教会
司　式：中野裕明司教
主　催：鹿児島教区修道女連盟

※コロナ禍のためミサだけの予定です。
心を合わせてお祈りください。

2021年 苦難の中にあっても神を信頼して進みましょう！

鹿
児
島
教
区
の
司
祭
・
助
祭

12
月
１
日
（
火
）
午
前
11
時

か
ら
教
区
本
部
で
開
か
れ
た
全

司
祭
助
祭
会
議
（
コ
ン
ベ
ン
ツ

ス
）
で
は
「
日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
に
お
け
る
感
染
症
対
応

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、
１
月
18

日
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
る
司

祭
大
会
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
た
。

ま
た
会
議
前
10
時
か
ら
は
ザ

ビ
エ
ル
教
会
で
、
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
中
野
裕
明
司
教

司
祭
団
で
司
教
の
霊
名
を
祝
う

12
月
開
催
の
コ
ン
ベ
ン
ツ
ス

▼
信
仰
部
会

11
月
22
日
（
日
）
教
区
本
部

で
会
合
を
行
い
、
み
こ
と
ば
の

分
か
ち
合
い
、
班
組
織
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た
。

▼
三
部
門
合
同
会
議

12
月
９
日
（
水
）
、
司
祭
大

会
が
シ
ノ
ド
ス
を
テ
ー
マ
に
す

る
こ
と
か
ら
教
区
本
部
に
三
部

門
か
ら
代
表
が
集
ま
り
、
実
施

方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

シ
ノ
ド
ス
ニ
ュ
ー
ス
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の
よ
う
に
行
い
な
さ
い
と
命
じ
ら

れ
た
こ
と
を
行
う
こ
と
」
と
言
っ

て
お
き
ま
す
。

１
世
紀
末
か
ら
２
世
紀
初
頭

に
書
か
れ
た
「
デ
ィ
ダ
ケ
ー
（
十

二
使
徒
の
教
訓
）
」
に
「
聖
餐
に

つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
感
謝
し

な
さ
い
。
最
初
に
杯
に
つ
い
て
。

あ
な
た
の
僕
イ
エ
ス
を
通
し
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
聖
な
る
葡
萄
の
木

に
つ
い
て
、
あ
な
た
に
感
謝
し
ま

す
。
…
パ
ン
に
つ
い
て
。
…
満
腹

し
た
後
、
次
の
よ
う
に
祈
り
な
さ

い
。
…
私
た
ち
に
は
霊
的
な
食
物

と
飲
物
と
永
遠
の
生
命
と
を
、
あ

な
た
の
僕
を
通
し
て
賜
り
ま
し

た
。
…
」
「
満
腹
し
た
後
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
の
で
、
ま
だ
聖
餐

と
食
事
が
一
つ
に
な
っ
て
い
た
と

考
え
て
い
い
よ
う
で
す
。
し
か
し

先
ほ
ど
の
パ
ウ
ロ
の
手
紙
で
垣
間

見
え
る
よ
う
に
、
空
腹
の
者
が
勝

手
に
食
べ
た
り
、
酔
っ
て
い
る
人

が
い
た
り
と
問
題
が
多
か
っ
た
た

め
食
事
（
愛
餐
）
は
徐
々
に
消
え

て
い
き
、
先
に
述
べ
た
３
つ
の
中

で
②
の
な
か
の
聖
餐
（
エ
ウ
カ
リ

ス
チ
ア
）
が
中
心
的
な
も
の
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
初

代
教
会
か
ら
す
れ
ば
大
き
な
変
化

で
す
。
会
食
で
あ
る
愛
餐
が
消
え

て
い
く
と
、
信
徒
の
相
互
の
交
わ

り
は
減
少
し
、
儀
式
的
に
な
っ
て

い
く
。
集
会
は
聖
餐
中
心
の
神
聖

な
礼
拝
、
キ
リ
ス
ト
の
体
を
い
た

だ
く
と
い
う
神
秘
的
な
も
の
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
神
聖
な
も

の
に
す
る
役
を
担
う
司
式
者
（
司

教
、
司
祭
）
が
中
心
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

そ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
イ
グ

ナ
テ
ィ
オ
ス
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
お
よ
び
ス
ミ
ル
ナ
の
キ
リ
ス
ト

者
へ
の
手
紙
）
に
よ
る
と
、
ま
だ

愛
餐
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
が
、
聖
餐
が
中
心
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
の
頃
は
迫
害
期
で

教
会
内
の
分
裂
も
あ
り
、
監
督
や

長
老
団
と
一
致
団
結
し
て
聖
餐

を
、
ま
た
愛
餐
を
行
う
こ
と
が
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
殉
教
者
ユ
ス
テ
ィ
ノ

遠
藤
周
作
の
小
説
『
深
い

河
』
で
、
司
祭
の
大
津
は
同
僚
た

ち
か
ら
理
解
さ
れ
ず
、
イ
ン
ド
の

ガ
ン
ジ
ス
河
の
ほ
と
り
へ
と
、
い

わ
ば
流
れ
つ
い
て
き
て
い
た
。
そ

こ
で
、
行
き
倒
れ
の
人
や
瀕
死
の

人
を
ガ
ン
ジ
ス
河
に
運
ぶ
仕
事
を

し
て
い
る
。
と
言
う
の
も
、
も
し

イ
エ
ス
が
こ
の
町
に
寄
ら
れ
た

ら
、
彼
こ
そ
行
き
倒
れ
の
人
を
背

中
に
背
負
っ
て
火
葬
場
に
行
か
れ

た
と
思
う
か
ら
で
あ
っ
た
。
ち
ょ

う
ど
生
き
て
お
ら
れ
た
時
、
十
字

架
を
背
に
の
せ
て
運
ば
れ
た
よ
う

に
。
貧
し
い
ヒ
ン
ズ
ー
の
家
に
住

み
、
早
朝
一
人
だ
け
の
ミ
サ
を
立

て
終
え
て
か
ら
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の

服
装
を
し
て
仕
事
に
出
か
け
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
日
、
日
本
か

ら
来
て
い
た
写
真
家
が
、
撮
っ
て

は
い
け
な
い
遺
体
の
写
真
を
撮
っ

た
時
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の
男
た
ち

は
激
昂
し
て
彼
に
襲
い
掛
か
る
。

そ
れ
を
止
め
よ
う
と
し
た
大
津
は

突
き
飛
ば
さ
れ
て
転
げ
落
ち
、
首

が
盆
栽
の
よ
う
に
ね
じ
れ
て
し
ま

い
…
と
結
末
に
続
く
。

私
た
ち
が
教
会
に
集
う
の

は
、
神
に
心
を
向
け
、
キ
リ
ス
ト

の
い
の
ち
を
い
た
だ
く
た
め
で

す
。
ミ
サ
は
そ
の
中
心
で
す
。
第

二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
教
会
憲
章

に
「
キ
リ
ス
ト
教
的
生
活
全
体
の

源
泉
で
あ
り
頂
点
で
あ
る
聖
体
の

い
け
に
え
に
参
加
し
て
、
神
的
い

け
に
え
を
神
に
さ
さ
げ
、
そ
の
い

け
に
え
と
と
も
に
自
分
自
身
を
も

さ
さ
げ
る
」
（
第
２
章
）
と
あ
り

ま
す
が
、
大
津
は
ミ
サ
を
立
て
る

だ
け
で
な
く
、
ガ
ン
ジ
ス
に
向
か

う
人
々
の
現
実
の
な
か
に
入
っ
て

い
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
自
分
を

呼
ん
で
く
れ
た
キ
リ
ス
ト
と
同
じ

よ
う
な
死
に
方
を
し
、
ま
さ
に

〈
い
け
に
え
〉
と
な
っ
た
の
で
し

た
。
わ
れ
わ
れ
現
代
人
に
は
「
い

け
に
え
」
と
い
う
言
葉
は
な
じ
み

に
く
い
で
す
が
、
ミ
サ
と
は
何
か

を
考
え
る
時
に
は
、
そ
の
こ
と
も

合
わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
で
す
。

さ
て
、
初
代
の
教
会
は
ど
の

よ
う
な
集
会
を
し
て
い
た
の
で
し

ょ
う
か
。
使
徒
言
行
録
（
２
・
42

～
47
）
を
参
考
に
す
る
と
、
集
会

の
内
容
は
「
使
徒
の
教
え
（
聖
書

の
言
葉
）
、
相
互
の
交
わ
り
（
財

産
や
持
ち
物
の
分
け
合
い
）
、
パ

ン
を
裂
（
さ
）
く
こ
と
、
一
緒
の

食
事
、
祈
り
、
神
の
賛
美
」
で

す
。
乱
暴
で
す
が
、
そ
の
後
の
展

開
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
は
大
き
く

３
つ
に
分
け
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
①
神
の
言
葉
の
朗
読
、
②
パ

ン
裂
き
と
食
事
、
③
扶
助
・
福
祉

活
動
の
３
つ
で
す
。
①
だ
け
の
集

会
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
②
と

共
に
し
た
集
会
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
朗
読
に
講
話
や
説
教
も
加
わ

り
ま
す
。
②
の
パ
ン
裂
き
と
食
事

の
関
係
は
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
の
ち
に
聖
餐
（
エ
ウ
カ
リ

ス
チ
ア
、
ユ
ー
カ
リ
ス
ト
）
と
愛

餐
（
ア
ガ
ペ
ー
）
に
分
か
れ
ま

す
。
新
約
聖
書
「
ユ
ダ
の
手
紙
」

第
12
節
に
「
親
睦
の
食
事
」
と
あ

る
の
が
愛
餐
で
す
。
パ
ウ
ロ
の
第

一
コ
リ
ン
ト
（
11
・
17
～
34
）
が

書
か
れ
た
時
点
で
は
ま
だ
「
聖

餐
」
と
い
う
言
葉
は
な
く
「
主
の

晩
餐
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て

お
り
、
聖
餐
と
愛
餐
が
分
離
さ
れ

ず
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

③
は
貧
し
い
人
の
た
め
で
す
。
衣

類
や
金
銭
が
貯
蓄
さ
れ
て
、
彼
ら

に
施
さ
れ
る
。
大
雑
把
で
す
が
、

最
初
の
教
会
が
大
切
に
し
た
活
動

は
こ
の
３
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

「
祈
り
、
神
へ
の
賛
美
」
は
①
か

ら
③
の
す
べ
て
に
付
い
て
い
ま

す
。
聖
餐
と
は
、
「
キ
リ
ス
ト
が

神
に
感
謝
の
祈
り
（
エ
ウ
カ
リ
ス

チ
ア
）
を
唱
え
て
パ
ン
と
葡
萄
酒

を
取
り
、
私
の
記
念
と
し
て
、
こ

体
変
化
」
に
つ
な
が
る
捉
え
方
で

す
。
こ
う
し
て
、
な
ぜ
、
普
通
の

パ
ン
や
葡
萄
酒
が
聖
な
る
物
に
変

化
す
る
の
か
？
と
い
う
疑
問
と

な
り
、
そ
れ
は
司
祭
の
祈
り
や
按

手
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
い
っ
た
認

識
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
浸
透
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
先
に
述
べ
た
③
に
関

し
て
は
「
生
活
に
ゆ
と
り
が
あ
っ

て
し
か
も
志
あ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
善
し
と
す
る
基
準
に
従
っ
て

定
め
た
も
の
を
施
し
ま
す
。
こ
う

し
て
集
ま
っ
た
金
品
は
指
導
者
の

も
と
に
保
管
さ
れ
、
指
導
者
は
自

分
で
孤
児
や
や
も
め
、
病
気
そ
の

他
の
理
由
で
困
っ
て
い
る
人
々
、

獄
中
に
つ
な
が
れ
て
い
る
人
々
、

異
郷
の
生
活
に
あ
る
外
国
人
の
た

め
に
も
扶
助
し
ま
す
。
要
す
る
に

彼
は
す
べ
て
窮
乏
し
て
い
る
者
の

世
話
を
す
る
の
で
す
」
（
「
第
一

弁
明
」
66
）
。

以
上
、
礼
拝
集
会
の
あ
り
方

は
徐
々
に
変
化
し
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
神
へ
の
礼
拝
だ
け
で
な
く
③

が
生
き
て
い
ま
す
。

＊
ユ
ン
グ
マ
ン
「
古
代
キ
リ

ス
ト
教
典
礼
史
」
「
ミ
サ
」
、
ナ

ー
ゲ
ル
「
キ
リ
ス
ト
教
礼
拝

史
」
、
ブ
ラ
ッ
ド
シ
ョ
ー
「
初
期

キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
」
、
新
井
献

編
「
使
徒
教
父
文
書
」
そ
の
他
参

照
。

ス
（
１
６
５
年
没
）
に
よ
る
と
、

パ
ン
と
葡
萄
酒
に
よ
っ
て
聖
餐
の

式
を
行
い
ま
す
が
、
出
席
者
が
そ

れ
を
頂
く
だ
け
で
な
く
、
欠
席
者

に
も
運
ん
で
い
ま
し
た
。
聖
餐
に

つ
い
て
は
「
私
共
は
こ
れ
ら
の
品

を
、
普
通
の
パ
ン
や
普
通
の
飲
物

の
よ
う
に
受
け
て
い
る
の
で
は
な

い
か
ら
で
す
。
神
の
言
葉
に
よ
っ

て
受
肉
し
た
救
い
主
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
が
肉
と
血
と
を
受
け
た
の

は
、
私
共
の
救
い
の
た
め
で
あ
っ

た
と
い
う
、
こ
の
こ
と
に
対
応
し

て
、
キ
リ
ス
ト
か
ら
伝
え
受
け
た

祈
り
の
言
葉
で
感
謝
し
た
食
物

も
、
私
共
の
受
け
た
教
え
に
よ
れ

ば
、
あ
の
受
肉
し
た
イ
エ
ス
の
肉

と
血
で
あ
り
、
私
共
の
血
肉
は
そ

の
同
化
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
の
で

す
」
（
「
第
一
弁
明
」
66
）
と
。

こ
こ
で
「
同
化
」
と
い
う
の
は
英

訳
で
は
transmutation
変
質
・

変
化
で
す
。
感
謝
の
祈
り
に
よ
っ

て
食
事
全
体
が
聖
別
さ
れ
る
と
い

う
よ
り
、
パ
ン
と
葡
萄
酒
と
い
う

物
質
的
要
素
が
キ
リ
ス
ト
に
変
化

す
る
と
い
う
捉
え
方
に
な
っ
て
き

て
い
る
点
は
、
注
意
す
べ
き
で

す
。
の
ち
の
「
聖
変
化
」
や
「
実

で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
は
半
生
焼
き
菓
子
の

「
レ
タ
ー
レ
」
と
ク
ッ
キ
ー
「
シ

ョ
ー
ト
ブ
レ
ー
ド
」
を
製
造
販

売
し
て
お
り
ま
す
。
シ
ス
タ
ー

の
手
描
き
の
原
画
を
印
刷
し
た

カ
ー
ド
も
ご
ざ
い
ま
す
。
野
菜

の
栽
培
も
い
た
し
ま
す
。

創
立
者
は
主
が
十
字
架
上
で

流
し
尽
く
さ
れ
た
聖
血
と
「
シ

チ
オ
（
我
渇
く
）」
の
言
葉
に
深

く
感
銘
し
本
会
を
創
立
い
た
し

ま
し
た
。
聖
血
へ
の
崇
敬
と
そ

れ
を
毎
日
祭
壇
で
さ
さ
げ
ら
れ

る
司
祭
方
と
す
べ
て
の
人
々
の

救
い
の
た
め
の
祈
り
が
本
会
の

第
一
の
使
命
で
ご
ざ
い
ま
す
。

目
下
、
ベ
ト
ナ
ム
に
も
新
修
道

院
を
設
立
中
。
ま
た
コ
ロ
ナ
の

せ
い
で
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
志
願

者
が
来
日
で
き
ず
、
祈
り
つ
つ

待
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
日
本
人
６
人
、
ベ
ト

ナ
ム
人
６
人
の
共
同
体
は
鹿
児

島
教
区
の
観
想
修
道
会
と
し
て

教
区
の
皆
様
の
た
め
に
お
祈
り

す
る
こ
と
が
使
命
で
あ
り
、
大

き
な
喜
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い

つ
も
教
区
の
神
父
様
方
と
皆
様

の
た
め
に
お
祈
り
を
お
さ
さ
げ

し
て
お
り
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。皆
さ
ま
、コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
大
変
な

ご
苦
労
の
中
で
の
ご
降
誕
祭
と

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

聖
血
礼
拝
修
道
会
ヨ
ゼ
フ
修

道
院
で
ご
ざ
い
ま
す
。
鹿
児
島

空
港
か
ら
車
で
10
分
ほ
ど
の
溝

辺
教
会
の
隣
の
観
想
修
道
会
で

す
。
観
想
修
道
会
を
ご
存
知
で

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

教
育
事
業
や
社
会
福
祉
事

業
、
宣
教
活
動
で
社
会
に
貢
献

さ
れ
る
修
道
会
は「
活
動
会
」と

呼
ば
れ
ま
す
。そ
れ
に
対
し
て
、

お
祈
り
を
第
一
の
目
的
と
し
て

お
り
ま
す
の
が「
観
想
修
道
会
」

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ト
ラ
ピ
ス
ト

会
や
カ
ル
メ
ル
会
な
ど
が
有
名

で
す
ね
。
ど
の
教
区
も
お
祈
り

が
必
要
で
す
か
ら
司
教
様
方
は

必
ず
観
想
修
道
会
を
各
教
区
に

置
か
れ
ま
す
。

私
ど
も
の
会
は
カ
ナ
ダ
で
最

初
の
観
想
修
道
会
と
し
て
、
マ

ザ
ー
・
カ
タ
リ
ナ
・
ア
ウ
レ
リ

ア
に
よ
っ
て
１
８
６
１
年
に
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
鹿
児
島

が
教
区
と
な
る
前
、
当
時
の
鹿

児
島
の
責
任
者
で
い
ら
し
た
カ

ナ
ダ
人
の
教
区
長
が
妹
様
の
所

属
し
て
い
た
カ
ナ
ダ
の
聖
血
礼

拝
会
に
シ
ス
タ
ー
を
送
る
よ
う

願
わ
れ
、準
備
さ
れ
ま
し
た
が
、

戦
争
の
た
め
実
現
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。戦
後
、茅
ヶ
崎
に
創
立

さ
れ
ま
し
た
が
、
鹿
児
島
教
区

が
誕
生
し
た
折
に
、
当
時
の
里

脇
司
教
様
が
再
度
お
招
き
く
だ

さ
り
、
１
９
６
７
年
に
霧
島
に

創
立
さ
れ
、
後
に
現
在
の
霧
島

市
溝
辺
町
に
移
転
し
、
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

観
想
修
道
会
で
す
の
で
、
お

祈
り
が
第
一
の
務
め
で
あ
り
、

毎
日
、
ご
ミ
サ
と
７
回
の
共
同

の
祈
り
と
２
回
の
念
祷
の
時
間

を
持
ち
ま
す
。
で
も
霞
を
食
べ

て
生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
の

で
、教
会
へ
の
奉
仕
と
し
て
、第

一
の
仕
事
は
ホ
ス
チ
ア
の
製
造

で
す
。と
同
時
に
、お
菓
子
の
製

造
販
売
も
大
き
な
仕
事
の
一
つ

教
区
の
た
め
に
祈
り
続
け
る
観
想
修
道
会

聖
血
礼
拝
修
道
会
ヨ
ゼ
フ
修
道
院

修
道
院
便
り

ホスチア作りに励む会員

差
別
主
義
と
平
等
主
義
⑼
 
 
 
 
 
 

紫
原
教
会
主
任
司
祭
　

山

口

好

信

会計報告に関するお詫び

教区報12月号２面の教区会
計収支計算書で収入合計と支
出合計に88,757円の差異があ
りました。これは広報部で掲
載用に決算書を作成し直した
際に、広報部会計を削除した
ために生じた広報部会計の収
入と支出の差額です。広報部
会計の収入と支出を記載した
上で、明細として別に記すべ
きでした。また神学生養成費
計算書の備考欄に同会計に無
関係の広報部会計備考欄の
「カトリック新聞他」「広報
担当研修会費、撮影費」が記
載されておりました。お詫び
いたします。広報部　
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神
父
の
３
体
の
木
像
が
設
置
さ

れ
た
。
姶
良
教
会
の
１
人
の
信

徒
の
義
兄
（
牧
野
厚
さ
ん
・
未

洗
者
）
か
ら
金
銭
の
寄
付
が
あ

り
、
そ
の
使
途
に
つ

い
て
検
討
し
た
結

果
、
主
任
司
祭
パ
ウ

ロ
・
ア
ン
神
父
の
発

案
に
よ
り
像
の
設
置

の
実
現
と
な
っ
た
。

ア
ン
神
父
の
祖
国
の

修
道
院
に
ご
像
の
作

製
を
依
頼
し
た
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
１
本

の
木
か
ら
彫
刻
さ
れ

た
木
像
で
あ
る
。

ご
像
設
置
の
た
め

の
台
座
は
、
大
熊
小

教
区
に
所
属
す
る
１

人
の
大
工
さ
ん
が
作

製
し
て
く
れ
た
。
こ

の
方
は
、
こ
れ
ま
で

に
大
熊
小
教
区
で
は

芦
花
部
教
会
の
祭

壇
、
和
光
園
教
会
の

死
者
の
た
め
の
祈
り

の
祭
壇
、
大
熊
、
浦

上
、
和
光
園
教
会
で

行
わ
れ
る
マ
リ
ア
祭

聖
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ノ
・
コ
ル

ベ
神
父
を
保
護
の
聖
人
に
し
て

い
る
姶
良
教
会
に
、
こ
の
ほ
ど

聖
母
子
、聖
ヨ
ゼ
フ
、聖
コ
ル
ベ

１
日
（
金
）
神
の
母
聖
マ
リ
ア

▼
世
界
平
和
の
日

３
日
（
日
）
主
の
公
現

４
日
（
月
）
七
田
八
十
吉
神
父
命
日
（
１
９
８
０
年
）

▼
ル
カ
神
父
命
日
（
１
９
９
８
年
）

５
日
（
火
）
教
区
本
部
事
務
所
仕
事
始
め

６
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

10
日
（
日
）
主
の
洗
礼

▼
古
田
町
教
会
・
堅
信
式

12
日
（
火
）
み
こ
と
ば
を
祈
る
集
い
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
・
10
時

13
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

14
日
（
木
）
永
島
泰
蔵
神
父
命
日
（
２
０
０
２
年
）

17
日
（
日
）
年
間
第
２
主
日

▼
レ
ジ
オ
マ
リ
エ
鹿
児
島
コ
ミ
チ
ウ
ム
・
谷
山
教
会
・
14
時

18
日
（
月
）
キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
祷
週
間
・
～
25
日

▼
司
祭
大
会
・
教
区
本
部
・
～
20
日

19
日
（
火
）
ハ
イ
シ
ク
神
父
命
日
（
１
９
８
９
年
）

20
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

24
日
（
日
）
年
間
第
３
主
日
（
神
の
こ
と
ば
の
主
日
）

▼
シ
ノ
ド
ス
信
仰
部
会
・
教
区
本
部
・
14
時

▼
ロ
ベ
ル
ト
神
父
命
日
（
２
０
２
０
年
）

25
日
（
月
）
聖
パ
ウ
ロ
の
回
心

▼
郡
山
健
次
郎
名
誉
司
教
霊
名

26
日
（
火
）
フ
ェ
リ
ェ
神
父
命
日
（
１
９
１
９
年
）

27
日
（
水
）
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
・
教
区
本
部
・
19
時

▼
成
相
明
人
神
父
命
日
（
２
０
２
０
年
）

30
日
（
土
）
パ
ス
ト
ラ
ル
ケ
ア
・
教
区
本
部
・
14
時

31
日
（
日
）
年
間
第
４
主
日

▼
世
界
こ
ど
も
助
け
合
い
の
日
（
献
金
）

▼
ボ
ス
コ
神
父
霊
名
（
聖
ド
ン
ボ
ス
コ
）

〔
司
教
日
程
〕
６
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
10
日
堅
信
式
（
古
田
町
教

会
）
13
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
14
日
聖
マ
リ
ア
学
園
、
18
～
20
日
司

祭
大
会
、
20
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー
、
27
日
中
野
ア
カ
デ
ミ
ー

祈
り
の
意
向

【
祈
祷
の
使
徒
会
】
 

福
音
宣
教

人
間
愛

日
本
の
教
会
　
世
界
の
連
帯
と
協
力

★
２
人
の
シ
ス
タ
ー
の
金
祝
を
祝
う
＝
ゆ
ら
い
あ
い

高
齢
者
の
集
い
「
ゆ
ら
い
あ
い
」
で
は
、
誓
願
宣
立
50
年
を
迎
え
た
レ

デ
ン
プ
ト
ー
ル
宣
教
修
道
女
会
の
安
藤
克
子
、
澤
ヤ
エ
子
の
両
修
道
女
に

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
、
記
念
ミ
サ
と
祝
賀
会
を
11
月
14
日
（
土
）
午

後
、
鴨
池
教
会
で
開
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
こ
の
催
し
の
開
催
も

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
「
い
つ
も
喜
ん
で
い
な
さ
い
。
絶
え
ず
祈
り
な
さ

い
。
ど
ん
な
こ
と
に
も
感
謝
し
な
さ
い
」
（
テ
サ
ロ
ニ
ケ
）
や
「
司
祭
・

修
道
者
の
た
め
の
祈
り
」
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
、
実
施
の
運
び
と
な

り
、
ゆ
ら
い
あ
い
関
係
者
を
中
心
に
60
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

縮
小
し
て
実
施
さ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
シ
ス
タ
ー
方
に
花
束
と
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
書
い
た
色
紙
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
シ
ス
タ
ー
方
か
ら
も
ご
挨
拶

を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
し
て
持
ち
帰
り
用
の
茶
菓
子
を
手
に
散
会
し
ま
し

た
。
（
報
告
　
支
援
係
・
ザ
ビ
エ
ル
教
会
　
町
田
博
文
）

な
ど
、
小
教
区
行
事
の
た
め
の

装
飾
を
手
が
け
て
い
る
。
こ
の

度
も
本
土
地
区
の
教
会
の
分
ま

で
苦
労
を
い
と
わ
ず
喜
ん
で
奉

仕
し
て
く
れ
た
。

ご
像
と
台
座
の
祝
別
は
11
月

22
日
の「
王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
」

の
祭
日
に
、
感
謝
と
喜
び
の
う

ち
に
実
施
さ
れ
た
。１
年
前
は
、

教
皇
来
日
に
沸
き
立
っ
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
姶
良
教
会
も
他
の

小
教
区
同
様
公
開
ミ
サ
が
で
き

な
い
期
間
が
あ
り
、11
月
現
在
、

主
日
の
ミ
サ
は
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
座
席
の
間
隔
を
開

け
て
の
参
列
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
る
だ
け

に
ご
像
の
設
置
は
信
徒
一
同
に

と
っ
て
大
き
な
喜
び
、希
望
、信

仰
の
励
み
と
な
っ
た
。
聖
堂
は

日
中
開
放
さ
れ
て
お
り
、
個
人

の
聖
体
訪
問
な
ど
自
由
に
で
き

る
環
境
、
そ
の
聖
堂
が
ご
像
の

設
置
に
よ
り
ま
す
ま
す
祈
り
の

雰
囲
気
が
深
ま
っ
た
。

ラ
イ
語
の
「
王
（
メ
レ
ク
）」
に
由

来
し
ま
す
。
当
時
の
「
王
」
た
る

者
は
農
耕
の
収
穫
を
保
証
し
た

り
利
益
を
も
た
ら
し
た
り
す
る
、

所
謂
、
人
間
を
超
越
し
た
能
力
を

備
え
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
モ
レ
ク
の
場
合
も
「
王
」
と

い
う
役
割
か
ら
そ
の
能
力
を
期

待
さ
れ
た
の
で
す
が
、
一
つ
の
大

き
な
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
こ
の
モ
レ
ク
の
神
秘
的
な
力

の
源
が
人
々
の
命
と
滴
る
血
で

照
）。
こ
の
「
ヒ
ノ
ム
の
谷
」
を
カ

タ
カ
ナ
で
表
記
す
る
と
「
ゲ
ー

ベ
ン
 ヒ
ノ
ー
ム
」
と
な
り
ま
す
。

こ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
ギ
リ
シ
ャ

語
に
音
写
し
た
の
が
「
ゲ
ヘ
ナ
」

な
の
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
踏
ま

え
て
次
回
は
イ
エ
ス
様
が
こ
の

言
葉
に
よ
っ
て
何
を
語
ろ
う
と

し
て
い
た
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
モ
レ

ク
が
豊
作
や
長
寿
の
保
証
の
見

返
り
に
要
求
し
た
の
は
王
権
を

継
ぐ
者
の
最
初
の
子
供
の
命
で

し
た
。
こ
の
た
め
モ
レ
ク
の
生
贄

の
儀
式
は
神
殿
で
行
わ
れ
、
シ
ン

バ
ル
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
太
鼓
が

鳴
ら
さ
れ
る
中
で
親
た
ち
が
生

贄
と
な
る
自
分
の
子
供
を
猛
火

の
中
に
投
げ
込
む
と
い
う
も
の

だ
っ
た
の
で
す
。
残
酷
と
も
思
え

る
こ
の
儀
式
は
ユ
ダ
ヤ
教
が
浸

透
し
た
後
も
し
ば
ら
く
は
続
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
儀

式
が
行
わ
れ
て
い
た
場
所
が
ヒ

ノ
ム
の
谷
で
す
（
列
王
記
下
23
・

10
参
照
、
エ
レ
ミ
ヤ
７
・
31
参

私
た
ち
が
読
む
聖
書
は
翻
訳

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
も

し
私
た
ち
が
字
面
か
ら
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
と
イ
エ
ス
様

の
御
言
葉
を
誤
解
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ

と
を
今
回
と
次
回
に
わ
た
っ
て

「
地
獄
」
と
い
う
言
葉
か
ら
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

福
音
書
に
は「
地
獄
」と
訳
さ

れ
る
言
葉
が
見
ら
れ
ま
す
が
原

語
で
は
「
ゲ
ヘ
ナ
」
と
い
う
地
名

で
す
。
こ
の
ゲ
ヘ
ナ
と
い
う
土
地

を
理
解
す
る
た
め
に
は
古
代
イ

ス
ラ
エ
ル
史
を
紐
解
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
事
の
始
ま
り
は

モ
ー
セ
に
率
い
ら
れ
た
イ
ス
ラ

エ
ル
の
民
が
「
乳
と
蜜
が
流
れ
出

る
土
地
」
と
言
わ
れ
た
約
束
の
地

に
移
住
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す

（
出
エ
ジ
プ
ト
３
・
17
、
13
・
５
、

33
・
３
）。
そ
の
呼
び
名
の
通
り

肥
沃
な
土
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の

固
有
の
神
を
も
つ
先
住
民
族
た

ち
が
い
ま
し
た
。
こ
の
中
の
モ
レ

ク
と
呼
ば
れ
る
神
が
「
地
獄
」
と

の
関
連
で
問
題
に
な
り
ま
す
。

「
モ
レ
ク
」
と
い
う
名
は
ヘ
ブ

地
獄
に
つ
い
て
の
考
察

姶
良
教
会
は
、
小
平
卓
保
神

父
様
が
在
任
中
に
献
堂
（
１
９

８
６
年
５
月
25
日
）さ
れ
、今
年

で
34
年
目
で
あ
る
。
聖
堂
は
木

造
平
屋
で
窓
に
は
障
子
が
あ

り
、
和
風
で
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
で
あ
る
。
ま
た
ミ
サ
中
の
聖

歌
の
伴
奏
に
は
、
他
の
教
会
で

は
見
ら
れ
な
い
大
正
琴
と
オ
ル

ガ
ン
の
コ
ラ
ボ
が
な
さ
れ
る
。

旋
律
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
歌

い
や
す
い
と
評
判
で
あ
る
。
さ

ら
に
、末
吉
卓
也
、霧
島
彬
神
父

様
は
こ
こ
の
出
身
で
、
現
在
教

区
で
活
躍
し
て
い
る
。

（
報
告
・
姶
良
教
会
通
信
員
）

《
康
由
神
父
の
聖
書
教
室
㉝
》

会

と

催

し

１
月

モ
レ
ク
神

左から聖コルベ、聖ヨゼフ、聖母子像

聖
母
子
像
な
ど
３
体
を
設
置

信
仰
の
励
み
と
し
た
い
と
姶
良
教
会
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の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
で

す
。こ

の
新
教
会
法
が
出
さ
れ
て

か
ら
は
、
世
界
中
の
多
く
の
教
区

で
、
教
区
司
牧
評
議
会
や
小
教
区

司
牧
評
議
会
設
置
の
動
き
が
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．
鹿
児
島
司
教
区
の
動
き

こ
の
鹿
児
島
司
教
区
で
は
、
昭

和
44
年（
１
９
６
９
年
）里
脇
司
教

の
時
に
教
区
評
議
会
が
発
足
し
、

昭
和
57
年（
１
９
８
２
年
）糸
永
司

教
の
時
に
は
小
教
区
評
議
会
の
教

区
全
域
で
の
設
置
が
決
め
ら
れ

「
主
任
司
祭
を
中
心
と
し
行
う
小

教
区
司
牧
に
信
徒
が
意
見
と
実
施

協
力
を
も
っ
て
積
極
的
に
参
加
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
と
狙
い

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
司
祭
向

け
「
司
牧
ノ
ー
ト
」
19
号
参
照
）

教
区
評
議
会
が
１
９
８
３
年

の
新
教
会
法
発
布
よ
り
14
年
も
先

行
し
た
の
は
実
に
画
期
的
な
出
来

事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。４

．
小
教
区
評
議
会
の
役
割

初
期
の
段
階
で
は
、
小
教
区
評

議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
自
分
た
ち

を
司
祭
の「
お
手
伝
い
」を
す
る
単

な
る
協
力
者
だ
と
考
え
る
傾
向
が

強
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
そ

れ
は
、
小
教
区
評
議
会
の
メ
ン
バ

ー
た
ち
が
、
主
任
司
祭
に
声
を
か

け
ら
れ
た
人
だ
っ
た
り
、
そ
の
人

の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
数
名
の

役
員
た
ち
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
人

だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
選
挙
で
選

ば
れ
た
の
で
仕
方
な
し
に
任
務
を

引
き
受
け
た
人
だ
っ
た
り
し
た
こ

と
に
、
原
因
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

現
在
で
は
、
多
く
の
小
教
区
評

議
会
が
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
小
教
区

活
動
に
必
要
な
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
を
取
り
扱
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
従
来
は

司
祭
の
役
目
と
み
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
ら
で
も
、
信
徒
に
で
き
る

こ
と
で
あ
れ
ば
、
互
い
に
分
担
し

な
に
合
わ
せ
る
と
い
う
「
同
調
圧

力
」
を
強
く
感
じ
て
し
ま
う
。

外
国
人
た
ち
も
私
た
ち
キ
リ

ス
ト
教
徒
も
、
日
本
の
社
会
に
お

い
て
は
同
じ
少
数
派
の
兄
弟
で

「
抑
圧
さ
れ
る
側
」
に
な
る
。
こ

の
圧
力
に
負
け
ず
「
自
分
の
思
い

を
貫
け
る
か
」
「
も
し
そ
う
し
た

ら
子
供
た
ち
は
、
世
間
は
ど
う
思

う
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
忖
度
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
思
う
に
私
た

ち
日
本
人
に
個
人
の
意
思
は
認
め

ら
れ
ず
、
「
家
」
や
「
村
」
が
連

帯
責
任
を
負
っ
て
き
た
。

み
ん
な
を
意
識
す
る
「
同
調

圧
力
」
は
日
本
社
会
に
古
く
か
ら

深
く
根
付
い
て
い
る
。
飛
鳥
時
代

の
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
の
第

一
条
に
「
和
を
以
っ
て
貴
し
と
為

し
忤
ふ
こ
と
無
き
を
宗
と
為
す
」

と
あ
る
が
こ
れ
は
、
個
人
の
意
思

を
封
じ
込
め
る
圧
力
で
あ
る
。
徳

川
家
光
は
キ
リ
ス
ト
教
信
者
を
ス

パ
イ
と
し
て
摘
発
す
る
た
め
に

「
五
人
組
」
を
つ
く
り
出
し
た
。

こ
れ
が
「
自
粛
警
察
」
の
始
ま
り

の
よ
う
だ
。
明
治
時
代
の
「
隣

組
」
、
戦
前
戦
中
の
「
自
警

団
」
、
戦
後
の
「
公
民
館
制
度
」

と
現
代
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
「
異
質
な
も
の
は

排
除
す
る
」
と
抑
圧
す
る
も
の
。

現
在
の
教
育
も
画
一
教
育

で
、
人
は
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と

標
準
と
比
較
さ
れ
な
が
ら
成
長

し
、
個
性
は
軽
ん
じ
ら
れ
て
き

た
。
ラ
ジ
オ
体
操
も
「
み
ん
な
と

同
じ
に
」
「
は
み
出
な
い
よ
う

に
」
で
あ
る
。

私
の
住
む
曽
於
市
大
隅
町
は

高
齢
化
が
進
み
若
者
は
希
少
。
そ

の
点
教
会
は
ま
だ
若
い
。
志
布
志

教
会
で
は
、
日
本
人
は
60
、
70
代

が
中
心
だ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
20
代

の
青
年
た
ち
が
い
る
し
、
ま
た

40
、
50
代
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
と
そ

の
子
供
た
ち
が
い
る
。

し
か
し
日
本
は
ま
だ
「
異
質

な
者
を
排
除
す
る
村
社
会
」
で
、

兄
弟
姉
妹
や
親
戚
・
近
隣
と
宗
旨

が
異
な
る
場
合
、
そ
の
狭
間
に
立

っ
て
困
る
人
は
少
な
く
な
い
。
困

る
理
由
は
、
周
り
の
み
ん
な
と
同

じ
で
あ
り
た
い
、
波
風
を
立
て
た

く
な
い
、
世
間
の
白
い
目
を
怖
れ

る
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し
た
み
ん

今
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
一
見
国

民
は
一
致
し
て
い
る
か
に
見
え

る
。
自
粛
マ
ス
ク
も
、
自
粛
警
察

も
健
在
で
あ
る
が
、
政
府
は
こ
の

機
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
負
の
遺
産

を
煙
に
巻
い
た
。
借
金
王
国
も
、

数
々
の
憲
法
違
反
の
立
法
も
煙
に

巻
い
て
過
去
の
も
の
と
し
た
。
外

圧
を
過
大
に
宣
伝
し
て
戦
争
準
備

を
す
る
こ
と
も
…
。
な
に
よ
り
も

コ
ロ
ナ
騒
動
に
紛
れ
て
「
緊
急
事

態
宣
言
」
を
形
だ
け
テ
ス
ト
し
て

い
る
。
こ
れ
は
空
砲
で
あ
っ
て
実

弾
を
込
め
る
と
一
日
で
変
身
し

て
、
戦
前
戦
中
の
憲
兵
や
特
高
の

よ
う
に
強
制
力
を
持
つ
。
こ
の
度

の
憲
法
改
定
の
主
目
的
は
こ
の

「
緊
急
事
態
に
国
民
を
総
動
員
す

る
こ
と
を
合
法
化
す
る
」
こ
と
に

あ
る
。
あ
る
右
翼
系
機
関
誌
は

「
現
憲
法
下
の
民
主
勢
力
は
、
組

合
な
ど
の
分
断
作
戦
で
ほ
ぼ
壊
滅

し
た
。
皇
国
復
活
憲
法
の
準
備
は

あ
と
国
民
投
票
で
完
了
」
と
言

う
。
こ
れ
ら
の
激
し
く
変
化
す
る

今
の
世
の
中
を
つ
く
っ
た
の
は
私

た
ち
の
世
代
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
継
ぐ
の
は
子
や
孫
た
ち

の
世
代
で
あ
る
。
白
い
目
を
怖
れ

ず
に
私
た
ち
の
信
仰
を
は
っ
き
り

と
伝
え
よ
う
。
ど
ん
な
社
会
に
な

ろ
う
と
も
「
抑
圧
さ
れ
る
側
に
立

ち
、
苦
し
み
の
叫
び
を
あ
げ
よ

う
」
。
（
志
布
志
教
会
・
芝
原
慶

次
）

▼
社
会
問
題
の
分
か
ち
合
い

（
毎
月
第
三
土
曜
日
）

日
　
時
：
１
月
16
日
（
土
）

13
時
～
16
時

場
　
所
：
教
区
本
部

内
　
容
：
原
発
・
改
憲
・
沖
縄

問
題
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

そ
の
他

３
．
小
教
区
評
議
会
中
心
の
教
会

前
回
は
、「
活
動
団
体
中
心
の
教

会
」
と
い
う
小
教
区
の
タ
イ
プ
を

提
示
し
ま
し
た
が
、今
回
は「
小
教

区
評
議
会
中
心
の
教
会
」
の
姿
を

な
が
め
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

１
．
小
教
区
評
議
会
の
登
場

左
の
絵
は
、
小
教
区
評
議
会
が

中
心
的
な
働
き
を
し
て
い
る
小
教

区
の
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
２
つ
の
絵
と
比
較
し
て
大

き
く
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
、
ど
こ

で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
第
１
に
、
主
任
司
祭
が
聖

堂
の
中
心
に
は
お
ら
ず
、
左
側
の

信
徒
の
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に
座
っ

て
い
ま
す
。こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、小

教
区
評
議
会
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
小
教
区
評
議
会
で
は
、
主
任

司
祭
が
中
心
に
な
り
な
が
ら
、
小

教
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
こ
れ
ま
で
の
絵
で
は

聖
堂
の
中
心
に
立
っ
て
い
る
司
祭

の
方
に
向
か
っ
て
い
た
点
線
が
、

こ
ち
ら
で
は
小
教
区
評
議
会
の
方

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
主
任
司
祭
主
導
の
小
教
区
運
営

か
ら
、
小
教
区
評
議
会
中
心
の
運

営
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
す
。
こ
の

小
教
区
評
議
会
の
場
で
、
主
任
司

祭
は
、
評
議
員
た
ち
の
意
見
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
小
教
区
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
が
ら
に
関
す
る
、

よ
り
充
実
し
た
決
断
を
下
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

２
．
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
と

小
教
区
評
議
会

第
二
バ
チ
カ
ン
公
議
以
来
こ

の
55
年
の
間
に
、
小
教
区
評
議
会

ま
た
は
そ
れ
に
近
い
形
の
組
織
が

多
く
の
小
教
区
に
導
入
さ
れ
て
き

ま
し
た
。そ
れ
は
、第
二
バ
チ
カ
ン

公
議
の
精
神
の
基
本
に
流
れ
て
い

る
、
信
徒
各
自
に
キ
リ
ス
ト
か
ら

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
使
命
を
再
確

認
・
自
覚
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

成
果
で
も
あ
り
ま
す
。

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
は

16
の
公
文
書
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
で
、信
徒
の
役

割
と
い
う
も
の
が
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、「
信
徒
使
徒

職
に
関
す
る
教
令
」26
項
で
は
、教

会
の
使
徒
的
活
動
を
助
け
る
た
め

の
、
教
区
お
よ
び
小
教
区
に
お
け

る「
評（
協
）議
会
設
置
の
必
要
性
」

も
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
会
議
が
終
了
し
て
か
ら
20

年
近
く
た
っ
た
１
９
８
３
年
に

は
、
そ
の
精
神
に
基
づ
い
た
新
教

会
法
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
中
（
第
５
３
６
条
）
で
は
さ
ら

に
、
司
教
が
必
要
と
判
断
し
た
教

区
に
お
け
る
小
教
区
司
牧
評
議
会

合
っ
て
い
ま
す
。
信
徒
が
要
理
の

ク
ラ
ス
を
担
当
し
た
り
、
典
礼
の

準
備
を
し
た
り
ミ
サ
の
中
の
種
々

の
役
割
を
分
担
し
合
っ
た
り
、
社

会
的
な
奉
仕
活
動
に
励
ん
だ
り
し

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、新
教
会
法
で
は「
小

教
区
司
牧
評
議
会
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
名

称
は
、
そ
の
役
割
が
何
で
あ
る
か

を
は
っ
き
り
と
明
示
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。「
司
牧
」と
は
、牧

者
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
羊
た

ち
と
の
関
係
を
表
す
言
葉
で
す
。

そ
の
キ
リ
ス
ト
が
、「
私
の
羊
の
世

話
を
し
な
さ
い
」（
ヨ
ハ
ネ
12
・

16
）と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、ペ
ト

ロ
を
中
心
と
す
る
使
徒
た
ち
に
、

羊
で
あ
る
私
た
ち
の
世
話
を
託
さ

Ｋ
Ｊ
Ｐ
（
鹿
児
島
正
義
と
平
和
協
議
会
）
通
信
１
月
号

れ
ま
し
た
。そ
し
て
、使
徒
た
ち
の

後
継
者
で
あ
る
各
教
区
の
司
教
様

方
は
、
そ
の
任
務
を
各
主
任
司
祭

方
に
も
託
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
新
教
会
法
で
は
、
主
任
司
祭

に
託
さ
れ
て
い
る
こ
の
司
牧
の
任

務
を
可
能
な
範
囲
で
小
教
区
司
牧

評
議
会
に
も
担
っ
て
ほ
し
い
、
と

い
う
意
図
を
込
め
て
、「
司
牧
」
と

い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

５
．
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
？

こ
の
よ
う
に
、
小
教
区
評
議
会

発
足
か
ら
こ
れ
ま
で
の
38
年
間
に

は
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
提
示
し
て
き

た
３
つ
の
タ
イ
プ
の
教
会（「
主
任

司
祭
中
心
の
教
会
」「
活
動
団
体
中

心
の
教
会
」「
小
教
区
評
議
会
中
心

の
教
会
」）の
絵
を
見
く
ら
べ
て
み

る
と
、
小
教
区
そ
れ
自
体
は
そ
れ

ほ
ど
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
に
も

気
が
つ
き
ま
す
。

ど
の
タ
イ
プ
の
小
教
区
で
も
、

信
徒
た
ち
は
、一
人
か
二
人
で
、あ

る
い
は
家
族
単
位
で
ミ
サ
に
参
加

し
て
い
ま
す
し
、
活
動
団
体
も
そ

れ
な
り
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
変
わ
っ
た
点
は
、
主
任
司

祭
が
小
教
区
評
議
会
の
中
で
信
徒

と
一
緒
に
話
し
合
っ
て
い
る
こ
と

だ
け
で
す
。し
か
し
根
本
的
に
は
、

「
主
任
司
祭
中
心
の
教
会
」の
姿
は

そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
一
般
の
信
徒
た
ち
に
と
っ
て

は
、
評
議
会
の
メ
ン
バ
ー
は
聖
職

者
と
同
じ
よ
う
に
自
分
た
ち
と
は

ほ
ど
遠
い
存
在
の
人
た
ち
で
あ

り
、
そ
の
人
た
ち
に
従
っ
て
お
り

さ
え
す
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
依
存

体
質
か
ら
は
ま
だ
抜
け
出
せ
な
い

で
い
る
の
で
す
。

「
小
教
区
評
議
会
中
心
の
教
会
」

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

ま
で
の
教
会
の
歩
み
か
ら
す
れ
ば

大
変
革
で
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
事

実
で
す
が
、こ
の
評
議
会
も
、大
多

数
の
信
徒
に
大
き
な
影
響
力
が
及

ぶ
と
こ
ろ
ま
で
に
は
ま
だ
成
長
し

て
い
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
小

教
区
は
い
ま
、
さ
ら
に
新
た
な
段

階
に
進
む
時
期
を
迎
え
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

次
回
は
、
第
四
の
タ
イ
プ
の
教

会
像
と
し
て
、「
自
覚
す
る
教
会
」

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

教
区
シ
ノ
ド
ス
　
こ
れ
か
ら
ど
う
進
む
④

全
員
参
加
の
共
同
体
を
目
指
し
て

教
区
シ
ノ
ド
ス
推
進
会
事
務
局

長

野

宏

樹

吉
野
教
会
　
中
江
　
均

主
の
も
と
に
召
さ
れ
し
霊
に

捧
ぐ
ミ
サ
　
マ
ス
ク
居
並
ぶ

唐
湊
墓
地
の
秋

主
よ
主
よ
と
馬
齢
重
ね
辿
り

来
て
　
明
日
を
も
委
ね
ん
霜

月
の
ミ
サ

短

歌


